
1
0
0
社
以
上
が「
旅
の
安
全
の
日
」で
模
擬
訓
練

i
P
a
d
や
メ
ー
ル・
S
N
S
・
L
I
N
E
な
ど
の
活
用
事
例
も
拡
大

委員会報告
　
J
A
T
A
は
7
月
1
日
、
J
A
T
A
会
員
会

社
な
ど
97
社
の
参
加
に
よ
り
「
旅
の
安
全
の

日
」
模
擬
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
他
、
7
月

中
に
3
社
が
模
擬
訓
練
を
実
施
、
年
度
内
の
実

施
予
定
、
実
施
済
み
会
員
会
社
も
25
社
を
数
え

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
旅
の
安
全
の
日
」
模
擬
訓
練
に
つ

い
て
は
、
大
手
会
員
会
社
が
グ
ル
ー
プ
全
社
で

対
応
し
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し
て
本
社
が
機

能
不
全
に
陥
り
、
他
地
区
に
本
社
機
能
を
移
し

た
上
で
、
顧
客
・
社
員
安
否
、
事
業
会
社
の
被

害
状
況
の
確
認
を
行
う
と
い
う
本
格
的
な
総
合

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
連
絡
体
制
で
は
、
不
在
時
の
連

絡
先
変
更
の
未
更
新
、
出
張
移
動
時
の
社
員
へ

の
連
絡
伝
達
の
時
間
経
過
と
い
っ
た
基
本
的
な

課
題
に
加
え
、
訓
練
を
踏
ま
え
て
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
会
社
・
個
人
の
双
方
）
で
の
連
絡
系

統
図
の
整
備
、
責
任
者
が
不
在
時
の
代
行
責
任

者
へ
の
情
報
配
信
先
対
象
者
の
拡
大
、
メ
ー
ル

返
信
の
際
の
指
示
や
ル
ー
ル
付
の
必
要
性
、
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
模
擬
訓
練
は
昨
年
に
比
べ
て
、
メ
ー

ル
で
の
緊
急
確
認
の
報
告
が
増
え
て
い
る
こ
と

や
、
i
P
a
d
や
S
N
S
の
活
用
事
例
も
み
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、

複
数
社
か
ら
「
特
に
L
I
N
E
が
有
効
」
と
い

う
回
答
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
海
外
で
の
事
故
を
想
定
し
て
、
被

害
者
の
家
族
へ
の
ホ
テ
ル
手
配
や
会
見
準
備
、

マ
ス
コ
ミ
対
応
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
、

総
務
・
広
報
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
事

例
も
あ
り
ま
し
た
。

　
訓
練
全
体
で
は
①
営
業
時
間
外
や
休
日
に
同

様
の
対
応
が
で
き
る
か
②
現
地
支
店
や
添
乗
員

と
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
の
対
策
③
シ
ス
テ
ム

で
拾
い
き
れ
な
い
ツ
ア
ー
へ
の
留
意
（
現
地
集

合
型
ツ
ア
ー
や
M
I
C
E
案
件
等
）
④
い
か
に

緊
急
情
報
の
伝
達
と
必
要
情
報
集
約
を
端
的
に

伝
え
る
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
整
備
⑤
受
注
型

企
画
旅
行
に
お
け
る
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
代
表
者

緊
急
連
絡
先
入
手
の
必
要
性
⑥
海
外
の
場
合
、

規
模
に
よ
り
調
査
対
象
範
囲
拡
大
の
検
討
（
隣

接
国
に
被
害
が
及
ん
で
い
る
想
定
が
あ
る
場
合

等
）
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
で
は
、
「
旅
の
安
全
の
日
」
の

P
R
活
動
と
し
て
、
業
界
内
だ
け
で
な
く
一
般

向
け
に
も
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
て
、
保
険
加

入
促
進
ポ
ス
タ
ー
と
連
動
し
て
配
布
し
た
ほ

か
、
外
務
省
官
民
協
力
会
議
・
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
連
絡
会
な
ど
で
も
発
表
。
旅
行
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

業
界
内
と
一
般
向
け
に
メ
ー
ル
発
信
も
行
い
ま

し
た
。
模
擬
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
直
前
の
6
月

27
日
に
は
朝
日
新
聞
の
記
事
広
告
で
、
外
務
省

へ
の
取
材
と
保
険
会
社
7
社
に
よ
る
協
賛
を
得

て
、
「
旅
の
安
全
の
日
」
の
一
般
向
け
P
R
も

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、集
計
結
果
報
告
を
通
じ
て
、観
光

庁・外
務
省
と
も
模
擬
訓
練
提
携
を
行
う
と

同
時
に
、J
A
T
A
関
西
支
部
が「
関
空
旅

博
」の
J
A
T
A
ブ
ー
ス
で
支
部
特
製
ウ
ェッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
た
ほ
か
、J
A
T
A
九

州
支
部
も
福
岡
空
港
で「
旅
の
安
全
の
日
」を

P
R
す
る
モ
ニ
タ
ー
放
映
と
外
務
省
の「
た
び

レ
ジ
」登
録
を
促
す
テ
ィッ
シ
ュ
を
配
布
す
る
な

ど
、支
部
で
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

びゅうトラベルサービスでは、「国内某所を震源とする大地震が発生」と「海外某所に大型台風が直撃」という想定で、
7月 8日に模擬訓練を実施。国内・海外・訪日旅行における危機管理と自主的な安全管理チェックの強化を図りま
した（上・左下）。JATA本部では、事務局に緊急対策本部を設置して、模擬訓練を行っています（右下）

福岡空港国際線ターミナル 3階に設置されているモニターで
は、「旅の安全の日」PR映像が放映されました
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エ
リ
ア
・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
受
講
者
募
集

日
本
人
旅
行
者
に
人
気
の
国
・
地
域
を
8
講
座
で
学
ぶ

前
橋
市
で
第
1
回「
J
A
T
A
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
」

群
馬
・
栃
木
両
県
の
自
治
体
や
観
光
事
業
者
が
参
加

e
e
e
e
e
e
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e
e
e
e
e
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e
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e
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　JATA九州支部では、7月1日に7社が模擬
訓練を実施したほか、支部の海外旅行委員と
総務委員による「旅の安全の日」のPRを実施
した会員会社も37社を数えるなど、支部として
積極的な活動を行いました。
　6月3日に開催された2015年度第1回九州支
部幹事会で、幹事会社による模擬訓練参加を
要請したほか、支部管内8地区委員会で「旅の
安全の日」について本部作成のニュースリリー
スとニュースレターによる告知を決定。総務委
員会・海外旅行委員会が共同で福岡市内を
中心に、会員会社の支店・営業所など80カ所
にポケットティッシュとともに配布しています。
　さらに、福岡市天神地区で放送を行ってい
る「コミュニティラジオてんじん」で九州支部事
務局長が6月26日に生出演して「旅の安全の
日」をPRしたのに続き、7月1日には福岡空港国
際線ターミナルビル3階出発ゲート付近に設置
してあるモニターを通じて本部が作成した
PDFのスライドを終日放映しました。

福岡空港国際線ターミナルの
モニターでもアピール
JATA九州支部が「旅の安全
の日」で積極的な取り組み

　
J
A
T
A
は
6
月
10
日
、
群
馬
県
前
橋
市
で

第
1
回
「
J
A
T
A
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
円
安
の
進
行
や
免
税
制
度
の
拡
大
、
査
証
発

給
要
件
の
大
幅
緩
和
な
ど
の
政
策
効
果
も
あ

り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
2
0
1
4
年
に

1
3
4
1
万
人
ま
で
増
加
し
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
も
順
調
に
推
移
。
「
地
方
創
生
」
に
も
資

す
る
地
域
活
性
化
の
新
た
な
方
策
と
し
て
、
訪

日
旅
行
者
の
誘
致
が
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
首
都
圏
な
ど
大
都
市
圏
へ
の
訪
日
旅

行
者
の
集
中
に
よ
っ
て
、
宿
泊
施
設
や
貸
し
切

り
バ
ス
の
不
足
な
ど
、
供
給
面
の
課
題
も
浮
き

彫
り
に
さ
れ
て
き
て
お
り
、
J
A
T
A
訪
日
旅

行
推
進
委
員
会
で
は
、
地
域
へ
の
需
要
分
散
促

進
を
目
的
と
す
る
活
動
も
開
始
。
今
回
初
め

て
、
日
本
政
府
観
光
局
（
J
N
T
O
）
と
国
土

交
通
省
関
東
運
輸
局
、
群
馬
県
・
栃
木
県
の
各

地
域
か
ら
の
協
力
に
よ
り
、
J
A
T
A
主
催
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
を
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　
当
日
は
、
両
県
か
ら
13
の
自
治
体
と
43
の
観

光
事
業
者
の
総
勢
89
人
が
参
加
し
、
J
A
T
A

会
員
の
旅
行
会
社
11
社
37
人
と
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
商
談
会
は
3
部
構
成
で
実
施
さ
れ
、
第
1
部

で
は
、
J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
需
要

拡
大
部
会
の
喜
田
康
之
座
長
が
「
訪
日
旅
行
需

要
の
地
域
分
散
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
第
2
部
で
は
、
両
県
か
ら
参
加
し
た
7
団

体
が
観
光
素
材
な
ど
に
つ
い
て
発
表
す
る
一

方
、
旅
行
会
社
か
ら
素
材
に
つ
い
て
の
質
問
や

素
材
活
用
の
提
案
な
ど
、
地
方
分
散
の
具
現
化

に
向
け
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
3

部
で
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
飲
食
・
観
光
・
商

業
な
ど
の
事
業
者
と
旅
行
会
社
の
担
当
者
と
の

個
別
商
談
会
が
行
わ
れ
、
商
品
化
な
ど
に
向
け

た
実
務
的
な
協
議
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
は
、今
年

度
も
含
め
た
3
カ
年
計
画
で
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商

談
会
を
各
地
域
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ホテル・旅館・飲食などの事業者が参加して行われた商談会

　
J
A
T
A
は
9
月
3
日
ま
で
、
ト
ラ
ベ
ル
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
で
新
設
し
た
「
エ
リ
ア
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
A
S
）
」
秋
期
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ベ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
養
成
講
座
に
よ
り
、
旅
行
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
幅
広
い
知
識
を
身
に

付
け
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

業
界
の
資
格
制
度
で
す
。

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
開
講
す
る
A
S
講
座
で

は
、
海
外
旅
行
で
人
気
の
高
い
国
・
地
域
を
8

つ
の
エ
リ
ア
に
編
成
し
て
、
エ
リ
ア
ご
と
に
観

光
・
地
理
、
文
化
・
歴
史
、
交
通
・
宿
泊
な
ど

の
分
野
を
5
カ
月
で
学
び
ま
す
。

　
10
月
か
ら
開
講
す
る
講
座
は
、
業
務
経
歴
等

は
問
わ
ず
、
誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
が
、
資
格

認
定
に
は
旅
行
業
務
の
実
務
経
験
1
年
以
上
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
受
講
期
間
は
来
年
2
月
末
ま
で
、
修
了
試
験

は
2
0
1
6
年
2
月
3
日
か
ら
12
日
の
間
に
実

施
さ
れ
、
合
格
発
表
は
翌
3
月
初
旬
の
予
定
で

す
。

　
Ａ
Ｓ
養
成
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ

ベ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
研
修
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.traco.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


